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論壇
情
報
交
換
制
度
と
は

情
報
交
換
制
度
と
は
租
税
条

約
等
に
基
づ
く
情
報
交
換
を
い

い
、
納
税
者
情
報
等
を
二
国
間

の
税
務
当
局
間
で
互
い
に
提
供

す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
お

け
る
情
報
交
換
に
は
、
1
�
要

請
に
基
づ
く
情
報
交
換
、
2
�

自
発
的
情
報
交
換
、
及
び
3
�

自
動
的
情
報
交
換
の
3
つ
の
形

態
が
あ
る
。
1
の
要
請
に
基
づ

く
情
報
交
換
と
は
個
別
の
納
税

者
に
対
す
る
調
査
に
お
い
て
、

国
内
で
入
手
で
き
る
情
報
だ
け

で
は
事
実
関
係
を
十
分
に
解
明

で
き
な
い
場
合
に
、
必
要
な
情

報
の
収
集
・
提
供
を
外
国
税
務

当
局
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
日
本
の
調
査
官
が
法

人
税
の
調
査
を
行
う
過
程
で
取

引
先
で
あ
る
米
国
法
人
の
帳
簿

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
す

る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
日
本
の

調
査
官
は
、
国
ご
と
の
主
権
が

あ
る
た
め
、
直
接
米
国
法
人
に

接
し
、
帳
簿
コ
ピ
ー
を
要
求
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
場

合
は
、
米
国
の
税
務
当
局
に
質

問
検
査
権
の
行
使
を
要
請
し
、

そ
の
情
報
を
日
本
の
税
務
当
局

に
提
供
し
て
も
ら
う
と
い
う
手

続
き
を
行
う
。
こ
れ
が
要
請
に

基
づ
く
情
報
交
換
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
2
の
自
発
的
情
報
交

換
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
際
協

力
等
の
観
点
か
ら
、
自
国
の
納

税
者
に
対
す
る
調
査
等
の
際
に

入
手
し
た
情
報
で
外
国
税
務
当

局
に
と
っ
て
有
益
と
認
め
ら
れ

る
情
報
を
自
発
的
に
提
供
す
る

も
の
で
あ
る
。

3
の
自
動
的
情
報
交
換
は
法

定
調
書
か
ら
把
握
し
た
非
居
住

者
等
へ
の
利
子
、
配
当
等
の
支

払
等
の
情
報
を
日
本
の
税
務
当

局
か
ら
該
当
国
の
税
務
当
局
へ

一
括
し
て
送
付
す
る
も
の
で
あ

り
、
他
国
か
ら
も
類
似
情
報
を

一
括
し
て
受
領
し
て
い
る
。

こ
の
各
国
と
の
自
動
的
情
報

交
換
制
度
の
枠
組
み
を
使
っ
て

非
居
住
者
の
銀
行
等
口
座
情
報

に
つ
い
て
各
国
間
で
交
換
す
る

も
の
が
Ｃ
Ｒ
Ｓ
（
共
通
報
告
基

準
、
以
下「
Ｃ
Ｒ
Ｓ
」と
い
う
）

に
基
づ
く
情
報
交
換
で
あ
り
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
主
導
に
よ
り
平
成
26

年
か
ら
日
本
で
も
導
入
さ
れ
、

現
在
1
1
6
か
国
が
コ
ミ
ッ
ト

し
て
Ｃ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
情
報
交
換

が
行
わ
れ
て
い
る
。
令
和
3
年

1
月
時
点
で
、
日
本
は
84
か
国

か
ら
2
1
9
万
件
の
口
座
情
報

を
受
領
し
、
69
か
国
に
64
万
件

の
口
座
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
情
報
交
換
制
度

平
成
10
年
以
前
の
国
際
課
税

に
係
る
税
制
と
し
て
は
タ
ッ
ク

ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
税
制
（
昭
和
53

年
導
入
）、
移
転
価
格
税
制（
昭

和
61
年
導
入
）、
過
少
資
本
税

制
（
平
成
4
年
導
入
）
な
ど
が

代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
い

わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
期
に
は
日
本
企

業
の
海
外
進
出
が
活
発
化
し
、

税
務
当
局
に
と
っ
て
は
、「
直

接
日
本
の
主
権
が
及
ば
な
い
と

こ
ろ
へ
の
国
際
取
引
調
査
」
と

い
う
テ
ー
マ
が
発
現
し
本
支
店

取
引
、
親
子
間
取
引
に
つ
い
て

の
本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
バ
ブ
ル
期
が
終
わ
る

と
外
資
系
の
金
融
業
者
の
一
部

は
、
海
外
市
場
で
利
益
を
得
た

事
業
法
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
「
み
な
し
外
国
税
額
控
除
」

や
「
外
国
税
額
控
除
の
余
裕

枠
」
を
利
用
す
る
租
税
回
避
ス

キ
ー
ム
を
売
り
込
ん
で
い
た
。

平
成
10
年
以
降
、
世
界
の
金

融
市
場
の
自
由
化
が
進
展
す
る

中
、
日
本
に
お
い
て
も
外
国
為

替
法
改
正
を
始
め
と
す
る
い
わ

ゆ
る
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
が
行
わ

れ
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
す
る
と
同
時
に
高
度
な
租

税
回
避
取
引
が
散
見
さ
れ
た
。

一
部
の
企
業
グ
ル
ー
プ
で

は
、
ノ
ミ
ニ
ー
や
ト
ラ
ス
ト
を

利
用
し
て
出
資
関
係
を
遮
断
し

て
、
そ
れ
ら
を
究
極
の
親
会
社

の
隠
蓑
と
す
る
ス
キ
ー
ム
（
資

本
関
係
の
遮
断
ス
キ
ー
ム
）
が

行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
は

究
極
の
親
会
社
が
主
導
し
て
、

迂
回
的
に
い
わ
ゆ
る
タ
ッ
ク
ス
・

ヘ
イ
ブ
ン
国
を
経
由
さ
せ
て
い

る
こ
と
を
推
察
で
き
て
も
、
経

由
国
と
租
税
条
約
を
締
結
し
て

い
な
い
た
め
情
報
交
換
が
で
き

な
い
、あ
る
い
は
条
約
が
あ
っ
て

も
情
報
交
換
規
定
が
ワ
ー
ク
し

て
い
な
い
等
に
よ
り
十
分
な
国

外
情
報
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
当
時
は
外
資
系
金
融

法
人
に
よ
る
利
益
の
配
分
や
シ

フ
ト
も
問
題
視
さ
れ
た
。
グ
ロ

ー
バ
ル
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
お

け
る
利
益
の
配
分
が
典
型
で
あ

っ
た
。
何
ら
か
の
配
分
方
法
で

世
界
全
体
利
益
の
配
分
を
各
国

の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
拠
点
に
行

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら

れ
、
そ
の
配
分
の
妥
当
性
を
検

証
す
る
た
め
に
は
、
各
種
デ
ー

タ
の
照
合
分
析
と
共
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
全
体
利
益
の
把
握
及
び

分
割
フ
ァ
ク
タ
ー
、
配
分
指
標

を
検
証
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

租
税
回
避
取
引
の
複
雑
化
、

多
様
化
に
伴
い
、
取
引
の
解
明

に
は
時
系
列
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル

取
引
の
全
貌
把
握
が
必
要
と
な

り
、
も
は
や
二
国
間
の
情
報
交

換
を
充
実
さ
せ
て
も
、
対
処
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
事
は
日
本
の
み
な
ら

ず
、
先
進
国
の
共
通
の
問
題
意

識
で
あ
り
、
各
国
が
連
携
し
て

精
緻
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

入
手
す
る
こ
と
の
必
要
性
、
並

び
に
一
国
の
努
力
で
は
限
界
が

あ
る
こ
と
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
得
ら
れ
、
各
国
の
情
報
交
換

に
係
る
協
調
ム
ー
ド
は
一
気
に

加
速
し
て
い
っ
た
。

世
界
の
動
き

1
9
9
8
年
当
時
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
や
Ｅ
Ｕ
の
場
で
「
有
害
な
税

の
競
争
」
に
つ
い
て
議
論
が
始

ま
り
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
有

害
税
制
リ
ス
ト
」（
47
税
制
）

が
認
定
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
報

告
書
で
は
、
企
業
を
誘
致
す
る

た
め
、
税
を
過
度
に
軽
減
す
る

�
有
害
な
税
の
競
争
�
の
原
因

と
な
る
�
有
害
税
制
�
が
定
義

さ
れ
る
と
と
も
に
有
害
税
制
へ

の
対
抗
手
段
と
し
て
加
盟
国
が

国
内
法
上
の
措
置
や
租
税
条
約

上
の
措
置
等
を
採
る
こ
と
が
勧

告
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
同
年

「
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
リ
ス

ト
」
を
公
表
し
、
同
時
に
各
国

税
務
当
局
に
お
け
る
情
報
交
換

に
つ
い
て
「
銀
行
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
」
報
告
書
を
公
表
し
、

自
国
の
課
税
利
益
が
想
定
さ
れ

な
く
て
も
要
請
あ
れ
ば
情
報
を

提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

銀
行
秘
密
情
報
へ
の
税
務
当
局

の
ア
ク
セ
ス
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
国
へ
の
勧
告
が
な
さ
れ

た
。そ

し
て
2
0
0
5
年
に
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
条
約
モ
デ
ル
第
26

条
が
改
訂
さ
れ
、
情
報
交
換
に

つ
い
て
自
国
に
課
税
の
利
益
が

な
い
場
合
も
情
報
を
収
集
し
提

供
す
る
こ
と
、
銀
行
機
密
を
理

由
と
し
た
情
報
提
供
の
拒
否
を

認
め
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
頃
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お

い
て
は
、「
税
の
透
明
性
と
情

報
交
換
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
外
郭
組
織

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
は
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
基

準
に
基
づ
く
税
の
情
報
交
換
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
促
進
を
目
的
と

し
て
、
参
加
国
の
情
報
交
換
に

関
す
る
国
内
法
制
、
執
行
に
関

す
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
（
相
互
審

査
）
の
実
施
、
各
国
の
情
報
交

換
協
定
締
結
の
た
め
の
支
援
、

新
興
国
に
能
力
強
化
の
た
め
の

支
援
な
ど
を
行
う
組
織
で
あ

り
、
現
在
1
6
1
の
国
、
地
域

が
参
加
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ

る
。2

0
0
8
年
当
時
、
ス
イ
ス

大
手
銀
行
の
銀
行
員
に
よ
る
脱

税
幇
助
事
件
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
元
銀
行
員
に
よ
る
富

裕
層
情
報
の
提
供
な
ど
が
報
じ

ら
れ
、
ま
た
、
金
融
シ
ス
テ
ム

安
定
化
の
観
点
か
ら
も
、
い
わ

ゆ
る
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
へ

の
不
透
明
な
資
金
の
流
れ
が
国

際
的
に
問
題
視
さ
れ
、
2
0
0

9
年
4
月
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
を

契
機
に
、
国
際
基
準
を
策
定
し

税
務
当
局
間
で
納
税
者
情
報

（
銀
行
機
密
情
報
も
含
む
）
の

交
換
を
行
う
こ
と
を
各
国
が
約

す
る
動
き
に
繋
が
っ
た
。

こ
の
間
、
2
0
1
0
年
米
国

で
は
外
国
口
座
税
務
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
法
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ａ
）

が
成
立
し
、
世
界
的
に
金
融
口

座
情
報
の
自
動
的
交
換
を
実
施

す
る
ニ
ー
ズ
が
更
に
高
ま
り
、

2
0
1
3
年
11
月
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
会
に
お

い
て
、
自
動
的
情
報
交
換
に
対

応
す
る
グ
ル
ー
プ（
Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｉ

グ
ル
ー
プ
）が
組
織
さ
れ
、
Ｃ

Ｒ
Ｓ
開
始
の
た
め
の
手
続
き
や

審
査
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

Ｃ
Ｒ
Ｓ
導
入
の
意
義

Ｃ
Ｒ
Ｓ
の
導
入
は
、
①
日
本

の
居
住
者
が
、
外
国
の
金
融
機

関
を
通
じ
て
保
有
す
る
金
融
資

産
の
情
報
が
、
外
国
の
税
務
局

か
ら
日
本
に
毎
年
自
動
的
に
提

供
さ
れ
、
所
得
の
申
告
も
れ
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②

外
国
の
金
融
機
関
の
口
座
を
利

用
し
た
脱
税
・
租
税
回
避
を
抑

止
し
、
全
て
の
納
税
者
に
よ
る

申
告
納
税
義
務
の
遵
守
を
促

し
、
税
負
担
の
公
平
性
を
実
現

す
る
。
③
国
内
の
金
融
機
関
が

国
際
基
準
を
遵
守
し
つ
つ
税
務

当
局
間
の
自
動
的
情
報
交
換
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融

市
場
に
対
す
る
国
際
的
信
頼
度

の
維
持
に
資
す
る
、
と
意
義
付

け
ら
れ
て
い
る
。（
税
制
調
査

会
（
国
際
Ｄ
Ｇ
③
資
料
））

私
は
、
国
税
庁
に
お
い
て
Ｃ

Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
各
国
と
の
情
報

交
換
の
取
決
め
の
交
渉
（
バ
イ

条
約
あ
る
い
は
マ
ル
チ
条
約
）

を
担
当
し
た
。
個
人
的
な
印
象

で
あ
る
が
、
当
初
い
わ
ゆ
る
タ

ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
国
は
口
座

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
や
や

消
極
的
で
あ
る
と
感
じ
た
。
各

国
の
税
務
当
局
に
顧
客
の
金
融

情
報
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
国
へ
の
海
外
投
資
が
減

少
す
る
の
で
は
な
い
か
、
自
国

の
金
融
経
済
に
悪
影
響
を
及
ば

す
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸

念
を
持
っ
て
い
た
と
感
じ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、�
Ｃ
Ｒ
Ｓ
に
コ

ミ
ッ
ト
し
な
い
こ
と
�
イ
コ
ー

ル
�
そ
の
国
の
タ
ッ
ク
ス
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
低
い
�
と
認

識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
国

と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
下
げ

る
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
危
機
感
が
高
ま
り
、
結

果
的
に
多
く
の
国
が
手
を
挙
げ

る
事
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

折
し
も
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
の
多
額
の
租
税
回
避
取
引
報

道
や
パ
ナ
マ
文
書
や
パ
ラ
ダ
イ

ス
文
書
に
係
る
報
道
も
な
さ

れ
、
世
界
レ
ベ
ル
で
情
報
交
換

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
機
運

が
、
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
国

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い

っ
た
と
も
い
え
る
。

現
在
、
Ｃ
Ｒ
Ｓ
の
枠
組
み
は

整
備
さ
れ
実
行
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
ど
う
実
効
性
を
持
た

せ
る
か
は
執
行
面
の
課
題
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
各
国
に
お
い

て
、
①
Ｃ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
報
告
が

各
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
下
で

適
正
か
つ
公
平
に
行
わ
れ
る
こ

と

②
各
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
各
種
レ

ビ
ュ
ー
項
目
を
き
ち
ん
と
遵
守

す
る
こ
と

③
金
融
機
関
が
手

続
き
（
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
）
に
し
た
が
っ
て
口
座
所
有

者
の
居
住
地
国
を
適
正
に
特
定

す
る
こ
と
、
な
ど
が
配
意
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
、
確
実
で
実
効
性
の
あ
る
情

報
交
換
が
実
行
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｒ
Ｓ
は
口
座
情

報
の
交
換
で
あ
る
た
め
口
座
に

結
実
す
る
取
引
に
有
効
で
あ
る

が
、
同
時
に
次
の
課
題
と
し
て

は
口
座
に
必
ず
し
も
結
実
し
な

い
次
世
代
型
取
引
、
残
高
を
瞬

間
的
に
し
か
残
さ
な
い
取
引

（
例
え
ば
暗
号
資
産
の
譲
渡
、

交
換
等
）
に
つ
い
て
は
、
今
後

各
国
の
税
務
当
局
に
お
い
て
協

調
し
た
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
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